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セグメント別 R O E―ビジネス別の資本収益性を的確にモニタリング

使用資本（リスクアセットベース）とビジネス特性 セグメント別ROE＊

ウェルスマネジメント部門
- 資本負荷は軽い
- 中心は大和証券と大和ネクスト銀行
- 主たるリスクは人的投資、IT投資などに伴うもの

アセットマネジメント部門
- 総じて資本負荷は軽い
-  不動産AMとオルタナティブAMがリスクアセット
の大宗を占める

グロ－バル・マーケッツ& 
インベストメント・バンキング部門

-  GMは、商品のトレーディング・ポジションを保有
しているため資本負荷が重い

- GIBは、資本負荷が軽い

リスクアセット合計6.8兆円（2022-2024年度平均）

グループ連結
ROE推移

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

8.6% 17.0% 12.8% 9.5% 8.4% 8.8% 5.1% 4.9% 8.5% 7.0% 4.6% 8.3% 9.8% 

（年度）

ROE、使用資本比率、経常利益は2022-2024年度の3年平均

当社グループは、セグメント別に使用資本とそのリターンを分析し、全社的なROE向上を図るべく、それぞれに最適な資本効率を追求していきます。
2024年度のグローバル・マーケッツ&インベストメント・バンキング（GM&IB）部門の使用資本比率は、全体の40%となっています。同部門は、商品のトレーディング・ポジション
を保有するために資本を多く使うビジネスであり、ROEは低くなります。一方で、資本をあまり使わないWM部門やAM部門のROEは高くなります。
しかし、単純にセグメントごとのROEの水準だけで経営資源の配分を判断すべきではありません。WM部門とGM&IB部門は密接に連携して業務を推進しており、車の両輪として
お互いの競争優位性の確保に不可欠な存在であるためです。GM&IB部門の扱う株式や債券などは、WM部門を拡大・成長させるための重要なドライバーです。
当社グループでは、WM部門とAM部門を大きく成長させることにより、GM&IB部門の使用資本比率を相対的に低下させると同時に、GMにおける資本効率性を一層高める
ことで、グループ全体のROE向上を図っています。

＊  2022～2024年度の3年平均。円の大きさ＝経常利益。「その他」（使用資本比率15%）が存在するため、 
主要3セグメント合計の使用資本比率が100%とならない。
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2024年度のウェルスマネジメント部門は、経常
利益が806億円となり、前年度比21.8%増と大き
く伸長しました。残高ベース収益は1,117億円と
なり、中期経営計画の想定を上回る進捗でした。
また、残高ベース収益の固定費カバー率が通期
で初めて100%を超え、107%に達しました。当社
グループが8年以上前から進めてきた資産管理型
ビジネスへの転換が、着実に成果となって現れてい
ます。
総資産コンサルティングの推進により、「お客様を
深く理解する」という第一歩が定着し、ポートフォ
リオ改善提案の質が向上しました。これにより
お客様満足度の指標であるNPSの上昇や、フロー
収益の拡大、資産導入の増加にもつながりました。
今後もこの取組みを一層深化させ、非金融資産
を含めたお客様の総資産を包括的に把握すること
により、お客様の満足度向上とコア資産の獲得に
よる残高の飛躍的拡大を目指します。

ウェルスマネジメント戦略
ウェルスマネジメント部門の主な収益源は、国内の個人投資家および未上場会社の
お客様の、資産管理に係るラップフィーや投信事務手数料を中心とした残高ベース
収益や、運用に関する商品の販売手数料となっています。

主な構成会社

 大和証券
 大和ネクスト銀行
 大和コネクト証券
 Fintertech

 リテラ・クレア証券

（大和証券）国内店舗数  ....................................................................................182店舗
（大和証券）残あり顧客口座数  .........................................................3,209千口座
（大和ネクスト銀行）預金残高  ........................................................................ 4.3兆円
（大和ネクスト銀行）口座数  ................................................................1,894千口座

環境認識
▷  インフレ圧力の高まり 

▷  長寿化による資産保全ニーズの高まり
▷  今後想定されるデジタルネイティブ世代へのマネー 

シフトと、現在の若年層の投資経験不足
▷  新技術を前提とした新たな投資商品・サービスの出現や
それを受けた規制の変更

強み
▷  創業以降123年間で築き上げた182拠点の店舗網と 
お客様基盤 

▷  国内金融機関No.1のCFP取得者数
▷  お客様ニーズに応じた商品・サービスの開発・選定力
▷  外国株式・債券やIPO、公募・売出しなど、他部門
（GM&IB部門など）とのシナジー効果による商品提供力

事業リスク
 ▷  市況の低迷でお客様の証券投資需要が低調となったり、リスク資産を保有することそのものに対して消極的な傾向が強まったり
すると、収益が大きく低下するリスク

▷  店舗、営業員、オンライン取引システムなどを必要とするため、不動産関係費、人件費、システム投資などに係る減価償却費などの
固定的経費を要するリスク

▷  金融政策の変化などにより運用利鞘が縮小するリスク
▷  競合するほかの銀行との差別化戦略が期待どおりに進まず収益力が伸び悩むリスク
▷  そのほか、銀行業の直面するリスクへの対応が不十分な場合に追加の費用が発生するリスク

芹澤 潤一
ウェルスマネジメント 
副担当

806億円
（36%）

2024年度
連結経常利益
2,247億円

WM部門の経常利益
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